






































































































































































































































































































































































































ている。常寧殿の西塗籠の帳台に舞姫の座が設けられて舞殿となり、東帳台の角に小歌の座、北廂の塗籠に大師（舞師）の宿所、東の仮廂に大歌の座が設けられる。常寧殿の四隅に五節所が設けられて舞姫の宿所となる。舞姫が参入して五節所に入ると、天皇が師局つまり大師の宿所に出御する（傍線部②） 。行事蔵人は舞殿の東戸を開閉し、許可のない人々が入るのを禁止する（傍線部④） 。 が五節所から舞殿（西塗
籠）の座に着き、大歌が后町廊に移る。舞姫は大歌・小歌に合わせ、舞を舞う。
　『江家次第』も『西宮記』と同じく、行事蔵人が舞殿（塗籠


































































































































































































































































































































































































































































第一章で紹介したように基本的に同じである。しかし顕著相違が つだけある。 『西宮記』は、舞師が北塗籠北戸内 おり（史料Ｂ傍線①） 、天皇が師宿所（北塗籠）に出御す こともあると説明する（傍線②） 。つまり帳台試は舞師が舞姫を試みる儀であり、天皇は必ずしも出御しないのである。一方、『江家次第』は、舞姫が参入して天皇が大師の宿所に出御する









































































































が確定できない のの、十世紀中頃までは子日夜に舞姫の調習が定められていたのである 『蔵人式』 調習が子・丑 両日にわたるとし、 『清涼記』は子日のみを記すが、調習は二日にわたって行われたのではなかろうか
　『清涼記』には調習（子日）と試（寅日）を見出すことがで












































































































ておらず、丑日に参入す こともあった。 『蔵人式』は子・丑の両日を調習としているが、丑日に参入して調習することもあったのであろう。 かし子日の参入が丑日に遅れるようになり、調習も次第に行われなくなっていったのではなかろうか。
　調習が行われなくなり、丑日 舞姫が参入して即座に帳台







































































































































































































































上げて検討した。献上者については殿上分の位置付けが従来よりも明瞭になっ と思う。また、十世紀から十二世紀にかけて、五節舞姫をめぐる儀礼が移り変わっていく様子の一端を示した。舞姫の参入が遅れることによって内裏での調習が行われなくなり、十世紀中頃には帳台試が成立した。そ 帳台試は十一世紀前期には天皇の出御儀として定着する。その一方で舞姫の参入が一つの儀として大掛かりとな 、十一紀後半には略儀である暁参が定着した。
　本稿では、帳台試における遊興、童女や傅女房、殿上垸飯
や殿上淵酔、儀礼の祝祭性（出衣や過差を含んで）など、興味深い多くの問題を取り上げることができなかった。し し五節舞姫という王権に近い儀礼 変容は 王権や貴族社会の変化を微妙に反映しているようにも思われる
（１） 　
 山中「新嘗祭・豊明節会・五節舞姫」 （ 『平安朝の年中行事』 、塙書房、一九七二年）二五四頁。
（２） 　
 萩谷『紫式部日記全注釈 　下巻』 （角川書店、一九七三年） 。
（３） 　





 遠藤「十〜十二世紀における国家行事運営構造の一断面」（ 『歴史』七四、一九九〇年） 。寺内「受領の私富と国家財政」 （ 『受領制の研究』 、塙書房、二〇〇四年。発表は一九九四年・一九九八年） 。なお佐藤泰弘「平安時代における国家・社会編成の転回」 （ 『日本中世の黎明』京都大学学術出版会、二〇〇 年。発表は一九九五年）も参照。
（５） 　
 古瀬「行事蔵人について」 （ 『日本古代王権と儀式』 、吉川弘文館、一九九八年。発表は一九八九年） 。
（６） 　























八年） ・ 「東山御文庫所蔵の二冊本『年中行事 について」（ 『史学雑誌』一〇七
- 二、一九九八年） 。
（７） 　

















 『江家次第』の傍線部③④の句点を「若不出御者執柄人并蔵人頭行事。蔵人立舞殿東戸下開闔舞間禁闌入」に変えれば、脱字を想定しなくとも、不出御の場合は執柄と蔵人頭が行事する、蔵人が舞殿への闖入を禁止する、という文意になる。しかし傍線部⑤に「行事蔵人」が見える と 『西宮記』によると帳台の戸を開閉するのが行事蔵人であることから、傍線部④を一つのまとまりであると考 、傍線部③の後に行事の執行を意味する語句（例えば「 」もしくは「執行」 ）が脱落 ていると考えるの 妥当であろう
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 大曽根章介校注「寛平御遺誡」 （ 『古代政治社会思想』 、岩波書店、一九七九年） 。寛平遺誡逸文の語句は、 『政事要略』巻二十六（ 『新訂増補国史大系』一三〇頁）が「勿有故障」とするが、 『年中行事抄』 （ 『続群書類従』第十輯上 三二一頁）では「忽有故障」であり、意味が逆になる。文意としては後者でもよく、しばらく検討したい
（
21） 　
 『政事要略』巻廿六、延喜十四年四月二十八日三善清行意見封事十二条（ 『新訂増補国史大系』一四二頁） 。
（
22） 　

































 式部大輔紀在昌は『尊卑分脈』によると従四位上式部大輔が極位極官であり、天暦三年に文章博士として史記の進講を行い（ 『日本 略』 十月十六日条） 、天暦四年には「式部大輔」として見える（ 『大日本古記録九暦』逸文 　天暦四年閏五月二日条） 。
（
28） 　










多く辞退する者もあり、頭中将藤原忠宗が献上者の選定に苦労している。献上を打診された権大納言藤原宗忠は「数度、五節を献ずる貧道の人に仰せ下さるる条、誠に以て堪え難し。術計なき事か。大略辞し申す也」と日記に記している。また頭中将は宗忠に対し、献上者が受領三人になることは常事であるが受領にも辞退されたことや、 「万寿三年冬十月六日、五節献ずべ の人全く無き時 俄に公卿に成さるる也」という先例を述べて、献上者が決まらないことを歎いている。蔵人頭忠宗 言及した万寿三年の例は権中納言源師房・参議藤公成のことである。
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36） 　『増訂故実叢書 　西宮記一』 、二五三頁。
（






 昇殿を聴された受領つまり殿上受領については、橋本「貴族政権の政治構造」 （ 『平安貴族』 、平凡社、一九八六年。発表一九七六年）一一一頁、大津透「平安時代の地方官職」（ 『国文学解釈と観賞 　別冊平安貴族の環境』一九九一年）一六七頁を参照。例えば、大江景理は三条天皇の即位時らの近臣で、殿上の侍臣であ 。橘為儀は三条天皇の近臣であり、五節を献上した年の八月に昇殿を聴されている。源保任は帳台試の当日に昇殿を許されている。これら殿上受領については別稿にて論じ い。
（
40） 　
 『春記』長暦三年十一月十四日条、 『範国記』長元九年九月二十八日条、 『水左記』承暦元年十一月十八日条。十三世紀には「国」として括る場合も見られる（ 『民経記』安貞元年十一月十四日条裏書） 。
（
41） 　





















 『権記』長保元年十一月二十四日条、 『中右記』寛治七年十一月十八日条。寛治七年は興福寺大衆と金峯山僧徒との合戦や右大臣の病気を理由に停止されている。また承徳元年には郁芳門院の死を白河院が悲しん いるため遊興の儀を取りやめるとし、童御覧 停止 た（ 『中右記』承徳元年十一月十七日条） 。
（
46） 　
 『中右記』寛治二年十一月十七日条、 『中右記』寛治四年十一月十七日条。その他、天永三年には、十歳の鳥羽天皇に替り、摂政藤原忠実が「幼主時摂政出帳代也」として、帳台に出ている（ 『殿暦』天永三年十一月十二日条） 。
（
47） 　
 『為房卿記』 ・ 『中右記』寛治五年十一月十七日条。この時は頭弁や預蔵人が行事したが、 預蔵人右衛門尉源盛雅入
二
帳代之中
一執行」した（ 『中右記』 ） 。
（
48） 　



























54） 　『御堂関白記 寛弘七 三
（
55） 　






 『年中行事御障子文』 （ 『続群書類従』第十輯上、 五一頁） 。年中行事御障子は仁和元年（八八五）に藤原基経が光孝天皇に献じたものであるが、現在の御障子文は 一世紀初頭に補筆されたことが指摘され （所功『平安朝儀式書
成立史の研究』第三篇第一章、国書刊行会、一九八五年） 。
（





 両書の関係については、虎尾俊哉「政事要略について」（ 『古代典籍文書論考』 、吉川弘文館、一九八二年。発表は一九七一年） 。
（
61） 　
 『政事要略』巻廿六（ 『新訂増補国史大系』一一七頁） 。 『雲図抄』 （ 『群書類従』第六輯、三一三頁）によると大歌の垣下を勤める蔵人が子・丑の両日にわたり指名されている。調習が行われなくとも大歌は内裏に候していた。十二世紀後半には子日が「大歌試」と言われている（ 『兵範記』仁安三年十一月十九日条） 。
（
62） 　
 『親信卿記』天延二年十一月十四日条・十五日条・十六日条。閏十月二日、平親信は頭弁から「五節行事を奉仕すべき」ことを命じられている（ 『親信卿記』天延二年閏十月二日条） 。
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ある。二九八頁） 。舞師につ ては服藤「五節舞姫の成立と変容」前掲 世紀における五節舞師の廃止と再置について検討している。
（
75） 　












































92） 　『師遠年中行事』 （ 『続群書類従』第十輯上、二二二頁） 。
（
93） 　『師元年中行事』 （ 『続群書類従』第十輯上、二五二頁） 。
（
94） 　



























































































































































































































３ 　典拠欄 　貞…貞信公記抄 　西…西宮記 　吏部…吏部王記（逸文） 　江…江家次第 　小…小右記 　権…権記
御堂…御堂関白記 　紫…紫式部日記 　秘抄…年中行事秘抄 　中…中右記 　本朝…本朝世紀 　殿…殿暦長秋…長秋記 　兵…兵範記 　山…山槐記 　吉…吉記
